
会 議 録 

1 会 議 名 

   平成 22 年度 第 1 回 天水地域協議会 
2 開催日時 

   平成 22 年 4 月 26 日（月） 午前 10 時 15 分から 
3 開催場所 

   横島町公民館 第 3 会議室 
4 出席者・欠席者 

〈出席者〉 

   委 員：池田彰孝、中山一久、小田昭子、田中正司、池田武、岩見利美、上山隆幸

右田文昭、福田雅文、平野幸人、村上通、楠本砂惠、中村亘 
   事務局：長谷川天水総合支所長、村上総務振興課長、齊藤総務振興係長、平尾総務

振興課参事 
 〈欠席者〉 

   委 員：坂井リカ、平井百合 
 
5 会議内容（公開） 

   議 事 
   （１）会長・副会長の選任について 
   （２）その他 

①天水地域協議会活動実績について 
      ②組織機構について 
      ③平成 22 年度 玉名市予算説明について 
      ④平成 22 年度 玉名市の主な事業について 
 
6  議事の概略・協議結果 

（１） 役員の選任について 

会 長：中村 亘 

       副会長：岩見利美 
   （２）その他 
      ①天水地域協議会活動実績について 
      ②組織機構について 
      ③平成 22 年度 玉名市予算説明について 
      ④平成 22 年度 玉名市の主な事業について 

⑤次回協議会開催について 
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        ６月１日に開催する。 
7  会議資料 

（１） 会議次第 

（２） 天水地域協議会活動実績について 

（３） 組織機構について 

（４） 平成 22 年度 玉名市予算説明つづり 

（５） 平成 22 年度 玉名市の主な事業について 

 

８  傍聴者の数 

   ０人 

 

９  非公開の理由 

   ― 

 

10 会議録の種類 

     要点記録 

 

11  発言の内容 

（事務局） 

みなさん、こんにちは。 
    全体会でお疲れのところ申し訳ありません。ただいまより天水地域協議会を始め

たいと思います。先ほど中村様には、市長より委嘱状を渡していただきましたけ

れども、そのほかの委員様方への委嘱状を天水総合支所長からお渡ししたいと思

います。 
 

【各委員へ委嘱状を交付】 

   
  （事務局） 

    本日は、坂井委員と平井委員から欠席の連絡がありましたので、1３名で天水地域

協議会を行いたいと思います。よろしくお願いいたします。 
    では、4 月に人事異動もあり、また、地域協議会の皆さんも新たに選任されたとい

うことで、初めての顔合わせですので自己紹介をお願いしたいと思います。 
 

【委員、事務局の順で自己紹介】 
 
  （事務局） 
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    ありがとうございました。 
    それでは議事に入りますが、まだ役員の選任前ですので天水自治区事務所長であ

る総合支所長に議事の進行をお願いしたいと思います。 
 

（天水自治区事務所長） 

    今回の異動で皆様と一緒に仕事をすることになりました長谷川です。本日は、お

忙しい中に辞令交付式にご出席いただきましてありがとうございました。 
機構改革を伴った今回の異動は、天水総合支所に３課在ったうちの建設経済課の

機構が本庁の方に移行しまして、職員が少なくなっております。が現在の職員で

できるだけのことに対応していきたいと考えておりますので皆様のご協力をよろ

しくお願いします。４年半ぶりに天水で仕事をさせていただくわけですが、どの

ような形で、現在、町づくりがおこなわれているのかわからないのが実情です。

もう１回皆様と一緒に「みかんと草枕の里」づくりを勉強させていただきたいと

考えております。原点にもどり、「みかんの草枕の里」づくりはどういうものかを

一緒に考えてみてください。「みかんと草枕の里づくり」は３つのキーワードで出

発したと思います。１つ目は「みかん」、農産物、みかん、いちご、トマト、メロ

ン、花等、２つ目は草枕、夏目漱石、文化、教育、人づくり等、３つ目は笠智衆、

日本のおじいちゃん、史跡文化、町の資産、自然、山、川、ふるさと、とかいっ

たものであり、この３つのキーワードを整備する、または見直して検証すること

により、天水町を全国に知ってもらい「ブランド化」することを目標として「ま

ちづくり」を行っておりました。天水町自体をブランド化して付加価値をつけ農

産物の価格が少しでも上がるよう努力していたものと考えております。今、仕事

をやっている内容は変わりませんが、地域の人たちとか、私たちは、同じ目標を

もって、一緒に確認しあいながら仕事ができたら楽しいと思いますし、天水町に

住んで良かったという「自信と誇り」が持てるような「まちづくり」を皆様と一

緒に考えていきたいと思いますので、ご協力、ご支援をよろしくお願いします。 
    それでは、会長さん副会長さんの選任ということでお願いしたいと思いますけど。 

（委員） 

   前任の会長さん、副会長さんがいらっしゃいますので、今年度もお願いします。 

（天水自治区事務所長） 

平野委員からただ今、前会長の中村さん、副会長に岩見さんということで、推薦

がありましたけど委員の皆様いかがでしょうか。 
    
【 一同 拍手 】 

 
    【全員「よろしくお願いします。」の声】 
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（天水自治区事務所長） 

  では、会長を中村さん、副会長を岩見さんということで決定しますので、よろし

くお願いします。 
 

    【議長交代】 
（会長）   

何分にも力不足でございますけれども、再任の委員様もいらっしゃることですし、

皆様方のご協力を得て、先ほどから出てますように、市からの諮問を待つだけで

なく、天水町として取り組んでいく事業等をいろいろ委員さんから出していただ

いて市のほうにも要望していきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 
（副会長） 

    こんにちは、副会長ということで、ご推薦いただきまして誠にありがとうござい

ます。まだまだ未熟で皆様方のご協力があって運営ができるものと思っておりま

す。先ほど会長のほうからも言われましたけれども、皆さま方の意見をたくさん

すいあげていただいて、この天水協議会が天水町にとって、まちづくり、地域づ

くりに生かしていけたらと思います。どうぞよろしくお願いいたします 
     

（事務局）  
第１回の地域協議会ですので会議録を作成します。会議録の署名人については、

会長の指名によることとなっておりますので、会長より 2 名の指名をお願いしま

す。 
（会長） 

  それでは、「会議録署名人の選任について」、私から指名いたします。池田彰孝様

と福田雅文様にお願いいたします。どうぞよろしくお願いしておきます。 
    それでは、早速議事に入りたいと思います。1 番目の地域協議会活動実績について、

事務局のほうから説明をお願いします。 
 
【事務局より、天水地域協議会活動実績について資料に沿って説明】 

（会長）   
ただいま事務局から天水地域協議会活動実績について説明がありましたが、委員

さんのほうから質問等がありましたらお願いします。 
（委員）  

地域協議会で、市に対して意見を出していいのか。 
（会長）  
  そうですね、協議会でまとまれば意見としては出せますが、個人的な考えではい
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けない。天水町で取り組む事業等あれば協議会で諮り市のほうに要望書として出

すことは出来ます。 
（委員）  

今の意見に関連してますが、事業報告の中で平成１９年度の玉水幼稚園閉園の件

について諮られましたが、どれくらい協議会の内容が反映されているのか分かり

ますか。 
（天水総合支所長） 

    協議会の中で結論がでて、それを市のほうに上げたことで反映され、１年延長さ

れたと思います。 
（事務局） 

１９年度に玉水幼稚園廃園の話がでまして、２０年度には閉園という話でしたが

地元の幼稚園の関係保護者から意見が出てきて、最終的には天水地域協議会の中

で検討され、延長をお願いしたいという要望を経て延長された経緯があります。 
（委員） 

    地域と住民との橋渡しを地域協議会はするということですが、例えば先ほども出

ましたけど個人の意見というのを地域住民の人が要望するということがあると思

うんですが、そういう場合はここで協議を諮るということですか。それとも団体

からの要望でなければ協議をしないのか。何か決まっているんですか。 
（会長）  

個人の情報を入れないということではないんですが、委員さんが直接個人の人と

会わないわけですし、だから各種団体から委員さんが選出されている。例えば農

業委員会の会議があればその中での意見を聞いてきてもらい、この協議会で意見

を出してもらうということで、地域住民とのつながりをつくっている。 
（天水総合支所長）  

いわゆる、工事等にしてみても、まず区長さんに上がり、区長さんで処理が出来

ればよいが、区長さんが処理が出来ない大きな問題あたりを協議会で取り上げ協

議してていただいて、市に要望するならばと思います。 
（会長）  

いろんな意見はどんどん出してもらい、この意見に関しては地域協議会でも取り

組んで市のほうに要望しなくてはいけない問題は要望していく、だから委員さん

は遠慮なく意見を出して欲しい。 
他にございませんか。ないようでしたら、２番目の機構改革について事務局から

説明をお願いします。 
 
【事務局より、組織機構について資料に沿って説明】 

（会長） 
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ただいま組織機構について説明がありました、委員さんのほうから質問等があり

ましたらお願いします。 
（委員）  

説明の中に、機構改革で職員が減りましたとありましたが、最終目標があると思

うんですが、何年までに、どれくらいの人数をめどに行うのか。例えば今年から

人数がかなり減っているんですが、人数がこれ以上減ったら私たちも厳しいと感

じてます。分かる範囲で良いですから教えてください。 
（事務局） 

最終目標は市の職員を合併から１０年間で５００名程度に削減するという大きな

目標があります。ただ、総合支所はですね先ほどの地域自治区の資料にも書いて

ありましたとおり、新庁舎が建設されたらば総合支所は支所になります。総合支

所と支所との違いは、総合支所の方はあくまでも何でも出来るということですが、

実態的にはそうでないですけれど、本庁とのつなぎを図りながら、総合支所でで

きるというのが総合支所のありかたで、新庁舎が早く出来れば、支所になります

のでそうゆう役割はなくなってくるのかなと思います。ただ最終的には、今の所

では２７年度末、２８年の３月で５００人、総合から支所にするという方向でい

っている状況です。 
（委員）  

農業委員会が６月までは職員を派遣してあるが、７月以降はどうなるのか。 
（事務局） 

今年の平成２２年の４月から６月までは農業委員会の事務局は各総合支所に置い

ておいて、１人を常駐させております、ただし金曜日は職員は本庁に行きますの

で金曜日はおりません。これが７月以降は本庁に入りますので職員は常駐しませ

ん。 
（委員）  

地域の農業をしている人たちが農業委員会へいくので、なるべく支所に置いても

らいたい。 
（事務局） 

 玉名自治区においても温度差がある様に感じます。集中的に来庁されるところ、

天水は時期を問わず相談業務が多く、これは自治区独特なものがありますので、

協議会で取り上げていければ、まったく職員が居なくなれば、相談等本庁に行か

なければならなくなりますので、総務振興課に置くのかということもでてきます

でしょうし、今の方向性としては、７月からは農業委員会の職員は本庁に吸い上

げますよということです。 
（委員） 

 今の総合支所の全体の人数と、各課の割り振りの人数と教えていただきたいのと 
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 今の農業委員会の件もそうですけど、保健士さんも今はいらっしゃらなくて、保

健センターのほうにいらっしゃるけど、保健婦さんは天水町の各家庭を訪問され

てたんですけど、そのような業務は今はどうなっているのか。 
（事務局）  

総合支所の課の人数なんですけど総務振興課が９名、市民福祉課が９名、総合支

所長が１名の１９名です。昨年は３０名だったのが１９名、１１名の減になって

おります。保健士さんの対応ですが保健福祉課という部署が本庁にあったんです

が、今度は保健センターの方で保健課が出来て、そこに保健婦さん達を集約して

各総合支所に対して担当１名が指導にあたるという形です。 
（委員） 

機構改革の件で、過去それぞれの支所の自治関係、住民に対してのサービスが末

端まで行き届くかという問題がありはしないか、そういう風な対策についてはど

う考えて、この機構改革をされたのか、お聞きしたい。 
（事務局） 

 機構改革については、住民自治があって行政があるのはもちろんです。ただ、５

００名体制で最終的に動くための過程を考え、最終的には５００名の職員数で全

体の市をカバーできることを訓練しながらやっていっている。ただあくまでも住

民自治をいつまでも支所体系のサービスのままでやっていきますと、職員の数を

ある程度確保した形で動いていかなくてはいけない、合併の一番の効果というの

は職員数、そして議員の数を減らして、住民の皆様方に税の負担あたり迷惑をか

けない部分もかなり大きい部分に入ってきておりますので、やはり、いままでは

総合支所ですぐ出来ていたが、今は課がなくなりすぐ来ないと言う事が一番のサ

ービスの低下と考えられますが、ただ地域がこれだけ大きくなりますと、今後本

庁形式になっていくわけですから、住民の皆様も職員が減り、サービスは若干下

がりますが、職員が減ることにより道路の予算あたりも確保できる部分も逆にあ

る。そういうところが、相反するところもありますが、そういう認識のもとに市

の行政は今動いているということで、ご理解をいただきたい。 
（会長） 

他に何かご意見ございませんか。ないようでしたら、平成２２年度玉名市の予算

と平成２２年度玉名市の主な事業について説明をお願いします。 
 
【事務局より、平成２２年度玉名市予算・平成２２年度玉名市の主な事業につい

て資料に沿って説明】 
 

（会長） 

ただいま平成２２年度玉名市の予算と平成２２年度玉名市の主な事業について説
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明がありました、委員さんのほうから質問等がありましたらお願いします。 
（委員） 

 尾田川改修事業の件で、今の進行状況はどんな具合か、少しは進行しているのか。 
（天水総合支所長） 

 進行状況についてですが、今の所、用地的には９０％ぐらいはできている。事業

につきましては、なかなか虫食い状態の形で用地買収しているので事業ついては

は入いれない状態です。平成２２年度事業に入れないなら中止の状況になるかな

と考えています。 
（委員）  
 後は用地の買収だけですか。 

（天水総合支所長） 

 用地の買収だけです。９割がたは契約ができていますので。 
（委員） 

 やはり１００％いかないといかんとでしょうね。 
（天水総合支所長）  

そうですね。歯が欠けるような状態では水があふれると思うんですよね、だから

今年中にはなんとかできるような形にはしたい。 
（会長） 

 他にございませんか。それでは玉名市の予算につきましては個人で勉強をしてい

ただきまして、次回に質問があれば出していただきたいと思います。それでは質

問等ないようですのでこれで第１回の地域協議会を終わりたいと思います。 
（会長） 

  それでは長時間にわたりまして、大変お疲れ様でした。これで第 1 回の地域協議

会を閉会いたします。 
 
12  問い合わせ先 

玉名市天水総合支所 総務振興課 ＴＥＬ０９６８－８２－３１１１ 
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